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市内各地区の自慢や話題を紹介していただきます。

江戸後期に登城山一帯に植栽され、戦前には、約９千本の梅が咲き
と じょうやま

誇り、内部・八王子線（当時の三重軌道）に乗って、全国から花見客
が押し寄せたと記録されています。
戦時下にその姿は消滅しましたが、再現を願い平成11年３月に地元
有志により『「日永梅林・登城山」を復活させる会』を発足させまし
た。現在では梅まつりなど年４回の祭典と育樹活動に約700人の会員
（地元企業を含む）が参加しています。

起源は、元和６（1620）年に天白川の築堤工事などの地固めの時の
動作を踊りや歌に表現したもので、太鼓や笛など囃子に合わせて円陣

はや し

を組み踊っていたと伝えられています。
昭和31年２月に市無形民俗文化財の指定を契機に「日永つんつくお
どり保存会」が結成されました。2020年の400年祭に向け、プレイベ
ントとして、毎年、東海道で「つたえよう 日永つんつくおどり」を
開催しています。

日永地区は東海道を中心に、江戸時代には、四日市宿と石薬師宿の
「間の宿」や、伊勢参宮道との分岐点「日永の追分」があり、交通の要衝

あい

の地として栄えました。また、永餅、うちわ、足袋といった名品や人々
ながもち た び

の営みの郷土資料などが多いこの地区は、貴
重な文化財の宝庫です。かねてより後世に語
り伝えようと活動していた日永郷土史研究会
が中心となり、昨年11月に開館しました。
■開館日時
水・土・日曜日、祝日（年末年始除く）
９：00〜16：00

■アクセス
内部・八王子線 追分駅または泊駅下車徒歩５分

日永地区は、市の南部に位置し、港を望める南部丘陵公園を背に、国道１号、近鉄内部・八王子線など交通網
が発達し、工業や商業の営みも活発で、大変住みやすいまちです。

太古からの歴史・文化の伝承と人々の絆の強さは、日永の元気の源であり、自慢です。

日永地区市民センター
（緯345－3197 胃349－0043）

問い合わせ先

今年の模様が市のホームページからご覧になれます。
ちゃんねるよっかいちＶｏｌ.705「つんつくおどり」

東海道日永郷土資料館（外観）

植樹の様子（平成24年10月）


